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制限付一般競争入札案件に係る工事費内訳書の一部変更について（通知） 

 工事の入札時に提出を求めている工事費内訳書について、提出時の記載事項を下記のとお

り一部変更いたしますのでお知らせいたします。 

記 

１ 変更内容 

工事の入札の際に併せて提出を求めている工事費内訳書は、これまでは「単価」の欄と

「金額」の欄のいずれも応札者が全て記入して提出する必要がありました。 

令和５年 11 月６日以降に入札公告を行う案件から、工事費内訳書の様式の一部に自動計

算式を設定します（２ページ目、３ページ目を参照）。自動計算の際に１円未満の端数が生

じた場合は、その端数は切り捨てにより算出します。 

なお、工事費内訳書のうち入力の必要のないセルは、誤って数字等を入力することがで

きないよう、発注者において編集不可の設定を行います。 

 

 

２ 対象案件 

  電子入札により制限付一般競争入札に付す、予定価格 130 万円を超える工事 

   ※ 工事関係委託（測量及び設計業務委託）は対象外。 

 

 

３ 適用日 

  令和５年 11月６日以降に入札公告を行う案件から実施。 

 

 

 

 

 

（事務担当：契約検査課入札契約グループ 電話 0242-39-1217） 

 

 

 



【具体例】 

 １ 現在の工事費内訳書  

・応札者は、工事費内訳書の白いセルを全て入力する必要がありました。 

 

 

 

 

 



２ 令和５年11月６日以降に入札公告を行う案件の工事費内訳書 

・応札者は、工事費内訳書のうち白いセルのみ入力を行います。 

・工事費内訳書には、次のとおり自動計算式が設定されています。 

       の部分：「数量」と「単価」の数値の掛け算を行う自動計算式を設

定します。このとき、１円未満の端数が生じた場合は、

その端数を切り捨てます。 

       の部分：必要な範囲の足し算を行う自動計算式を設定します。 

 

 


